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まっこう
好学愛知

三
年
生
千
貫
平
遠
足

質実剛健
自律敬愛

TEL 099-251-7387 FAX 099-255-3433

７
月
13
日
の

霧
島
は
、
薄
曇
り

の
絶
好
の
登
山
日

和
だ
っ
た
。
諸
注

意
・
学
級
写
真
撮

影
を
行
い
、
高
千

穂
河
原
を
出
発
。

中
岳
直
下
で
中
休

止
と
健
康
観
察
。

い
よ
い
よ
急
な
坂

に
取
り
付
い
た
。

８・９月の行事予定

文
武
両
道

鶴
丸
の
美
学

一
年
生
霧
島
登
山

上
松
教
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
流
れ
を
楽
し
ん
だ
。
川
に
か
か
る
７
～
８
ｍ
の
丸
木
の

橋
を
お
っ
か
な
び
っ
く
り
で
渡
り
、
林
道
を
ひ
た
す
ら
下

っ
た
。
学
級
ご
と
に
新
湯
で
待
ち
受
け
た
バ
ス
に
乗
車
し
、

快
い
疲
労
感
を
感
じ
な
が
ら
無
事
に
帰
着
し
た
。

全
員
で
自
然
を
満
喫
し
学
級
の
和
を
広
げ
ら
れ
た
、
楽

し
い
一
日
だ
っ
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

互
い
の
調
子
を
気
遣
い
な
が
ら
、
全
員
が
山

頂
に
た
ど
り
着
い
た
。
中
岳
の
上
り
は
、
さ

す
が
に
手
ご
わ
く
、
岩
場
を
通
過
す
る
の
に

一
苦
労
し
た
が
、
眼
前
に
広
が
る
国
分
平
野

と
雲
を
か
ぶ
っ
た
桜
島
を
遠
く
眺
め
、
新
鮮

な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
む
。
新
燃

岳
の
ゆ
っ
た
り
し
た
上
り
で
は
、
緑
の
草
原

を
渡
る
風
が
汗
ば
ん
だ
体
に
心
地
よ
い
。
サ

フ
ァ
イ
ア
ブ
ル
ー
の
新
燃
岳
火
口
を
左
下
に

見
な
が
ら
獅
子
戸
岳
鞍
部
と
の
昼
食
地
点
に

向
か
っ
た
。

昼
食
後
は
樹
林
帯
を
下
り
に
か
か
る
。
通

り
雨
に
遭
い
な
が
ら
、
霧
島
川
の
渡
渉
点
に

着
い
た
。
浅
瀬
で
童
心
に
返
っ
て
冷
た
い
水

                                                   

昼
食
と
ク
ラ

ス
毎
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
だ
後
、

恒
例
の
決
意

表
明
が
行
わ

れ
た
。
前
生

徒
会
長
の
山

口
貴
広
君
に

教
室
移
動
等
も
終
わ
り
い
よ
い
よ
耐
震
・大
規
模
改
修
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
８
月
の
主
な
工
事
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

仮
囲
設
置
工
事
　
　
　
　
　
　
　
７
月
27
日
～
８
月
２
日

既
設
自
転
車
置
き
場
撤
去
　
７
月
28
日
～
８
月
２
日

外
部
足
場
組
み
立
て
　
　
　
　 

８
月
３
日
～
８
月
12
日

外
部
耐
震
壁
解
体
撤
去
　
　 

８
月
５
日
～
８
月
19
日

　
　
　
　
（騒
音
が
大
き
い
）

耐
震
壁
型
枠
組
立
　
　
　
　
　  

８
月
21
日
～
８
月
26
日

全
校
停
電
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
８
月
３
日
16
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
８
月
10
日
～
11
日

　
　
（こ
の
２
日
間
は
電
話
・フ
ァ
ッ
ク
ス
等
す
べ
て
使
え
ま
せ
ん
。
）

                                                        

ー
ジ
カ
ル
「ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」を
観
た
。
一
流

の
迫
力
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
触
れ
、
感
激
し

生
き
る
勇
気
を
も
ら
っ
た
。
ホ
テ
ル
で
の
夕
食

後
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
ビ
ル
52
階
の
展
望
台
に

昇
っ
た
。
３
２
１
名
も
の
大
人
数
の
観
覧
は
、
ヒ

ル
ズ
側
も
旅
行
会
社
側
も
そ
し
て
学
校
側
も

初
め
て
と
い
う
企
画
で
あ
っ
た
。
下
見
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
決
断
し
た
。
当
日
は
い
ろ
ん

な
懸
念
が
嘘
の
よ
う
に
、
整
然
と
計
画
通
り

で
き
た
。
展
望
台
か
ら
の
夜
景
は
さ
す
が
に

圧
巻
で
、
世
界
の
「Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」を
実
感
し
た
。

囲
碁
部
　          

文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　             

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
京
都
大
会

書
道
部
　          

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
京
都
大
会

放
送
部
　          

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
京
都
大
会

　
　
　
　
　
　           

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

百
人
一
首
部
　  

全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

弓
道
部             

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

剣
道
部
　           

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
部             

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

山
岳
部
　           

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

７
月
14
日
（金
）に
３
年
生
の
１
日
遠
足
が

実
施
さ
れ
た
。
大
地
を
踏
み
し
め
、
汗
を
流

し
て
こ
そ
充
実
感
が
得
ら
れ
る
と
の
大
方
の

意
見
に
従
っ
て
、
今
年
は
生
見
小
学
校
か
ら

の
登
山
開
始
と
な
っ
た
。
登
山
に
は
暑
す
ぎ

る
程
の
日
差
し
の
中
、
お
よ
そ
２
時
間
で
頂

上
に
到
着
し
た
。
北
東
に
桜
島
、
南
に
開
聞

岳
、
東
に
は
青
々
と
し
た
錦
江
湾
が
広
が

り
、
頂
上
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
眺
め
に
感       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銘
を
受
け
た
。

 

耐
震
工
事
に
関
す
る
お
知
ら
せ

                                                              

　

　
鶴
丸
ほ
ど
文
武
両
道
と
い
う
言
葉
が
フ
ィ

ッ
ト
す
る
学
校
は
な
い
。
特
に
今
年
の
総
体

県
予
選
で
は｢

ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を｣

と
い

う
校
長
の
訓
話
が
、
多
く
の
良
い
結
果
に
結

び
つ
い
て
い
る
。
山
岳
部
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優

勝
、｢

無
欲
の
勝
利
だ
っ
た｣

と
い
う
弓
道
部

女
子
個
人
優
勝
の
松
江
さ
ん
、｢

平
常
心
を
忘

れ
ず
果
敢
に
前
に
攻
め
た｣

と
述
べ
る
剣
道

部
男
子
個
人
優
勝
の
岩
下
君
な
ど
の
活
躍
は

素
晴
ら
し
い
の
一
言
に
尽
き
る
。
県
の
頂
点

に
立
っ
た
諸
君
に
改
め
て
賞
賛
を
贈
り
た
い
。

陸
上
部
の
栗
田
君
、

水
谷
君
の
全
国
大
会
出

場
も
特
記
に
値
す
る
努
力
の
成
果
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
県
を
制
し
た
諸
君
だ
け
が
活
躍

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
途
中
敗
退
し
た
も
の

の
、
鶴
丸
魂
を
思
う
存
分
発
揮
し
た
各
部
の

戦
い
は
、
勝
利
と
同
等
の
価
値
が
あ
り
大
き

な
拍
手
で
讃
え
た
い
。
達
成
感
を
胸
に
次
を

目
指
し
動
き
始
め
た
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
中
に
は
、
あ
の
一
瞬
の
油
断
、
あ
の
判

断
ミ
ス
で
と
、
悩
む
者
も
い
る
の
で
は
な
い

か
。
大
学
入
試
で
も
成
績
開
示
に
よ
れ
ば
、

０
．

０
１
点
の
差
で
不
合
格
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
者
が
い
る
。
人
生
に
は
そ
ん
な
ま
さ
か

の
失
敗
や
ス
ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
、
涙
を
飲
む

シ
ー
ン
は
数
多
く
あ
る
も
の
だ
。

  

頭
に
こ
び
り
付
い
て
拭
え
な
い
こ
ん
な
経

験
は
決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
。
極
端
に
言

え
ば
そ
の
経
験
こ
そ
が
自
分
を
磨
く
最
高
の

糧
と
な
る
。｢

人
は
辛
い
こ
と
、
悲
し
い
こ

と
を
し
た
だ
け
人
に
優
し
く
な
れ
る｣

と
言

う
。｢

他
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
、
そ

れ
を
喜
び
と
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
大
い
に

勉
強
し
、
自
分
の
力
を
蓄
え
よ
。｣

と
い
う

「F
o
r

　O
t
h
e
r
s
｣

、｢

鶴
丸
は
勉
強
だ
け
を

す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
魂
を
も
磨
く
と
こ

ろ
で
あ
る｣

と
鶴
丸
の
歴
史
と
伝
統
も
そ
の

こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
学
校
教
育
の
底
流
を
流
れ
て
い
る

も
の
に｢

知
・
徳
・
体｣

の
三
つ
が
あ
る
。

私
は
中
で
も
鶴
丸
生
に
は
「
徳
」
を
強
く

意
識
し
た
「
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の
文
武

両
道
」
を
目
指
し
、
「
思
い
や
り
あ
る
優

し
い
人
間
、
善
悪
の
判
断
が
き
ち
ん
と
出

来
る
人
間
」
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
勝
利
の
喜
び
、
成
功
の
嬉
し
さ

に
加
え
、
失
敗
の
悔
し
さ
、
敗
退
の
苦
さ

も
大
事
な
一
コ
マ
に
な
る
。

  

歴
史
小
説
家
の
海
音
寺
潮
五
郎
氏
は
母

校
旧
制
加
治
木
中
学
校
で
の
日
々
を
振
り

返
り
「
私
の
人
間
美
学
は
こ
こ
で
形
成
さ

れ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
鶴
丸
に

学
ぶ
諸
君
が
数
年
後
、
数
十
年
後
に
母
校

鶴
丸
で
の
日
々
を
振
り
返
っ
て
こ
ん
な
感

慨
が
持
て
れ
ば
最
高
だ
と
思
う
。

【野球部　夏の大会　６年ぶり　ベスト８！】

例
年
に
な
く
早

い
台
風
の
接
近
で

天
候
が
心
配
さ
れ

た
が
、
７
月
12
日

か
ら
の
２
泊
３
日

の
修
学
旅
行
期
間

は
雨
も
降
ら
ず
天

気
に
恵
ま
れ
た
。

１
日
目
は
、
東

京
タ
ワ
ー
で
の
昼

食
後
、
劇
団
四
季

の
ロ
ン
グ
ラ
ン
ミ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

   

　
２
日
目
は
「先
輩
に
学
ぶ
職
場
訪
問
」を
中

心
に
し
た
班
別
自
主
研
修
で
、
班
ご
と
に
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
集
合
で
あ
る
。
「
先
輩

に
学
ぶ
職
場
訪
問
」は
一
流
の
企
業
・職
場
を

訪
問
し
、
そ
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩

方
の
話
を
伺
い
、
将
来
の
自
立
に
向
け
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
探
る
こ
と
が
で
き
た
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
友
情
を
育
み
青

春
を
満
喫
し
た
こ
と
と
思
う
。

３
日
目
は
、
朝
早
く
東
京
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
た
。
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲

気
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
、
先

輩
も
何
人
か
か
け
つ
け
て
く
れ
た
。
「科
学
技

術
未
来
館
」で
は
ア
シ
モ
（人
工
ロ
ボ
ッ
ト
）を
は

じ
め
先
端
の
科
学
技
術
を
目
の
当
た
り
に
し
、

お
台
場
散
策
で
は
買
い
物
を
含
め
人
気
ス
ポ

ッ
ト
を
堪
能
し
た
こ
と
と
思
う
。
今
回
の
修
学

旅
行
も
、
多
く
の
人
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
め
て
鶴
丸

生
に
対
す
る
ゆ
る
ぎ
な
い
期
待
と
信
頼
を
感

じ
る
旅
行
だ
っ
た
。
　
　

                                                   

よ
る
「
精
神
的
に
向
上
心
の
無
い
や
つ
は
馬
鹿

だ
」
に
始
ま
る
決
意
の
言
葉
は
、
程
良
い
緊
張

と
大
い
な
る
闘
志
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

続
い
て
髙
田
校
長
先
生
か
ら
、
「
千
貫
平
」
登

山
が
30
年
以
上
も
昔
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
及
び
「
千
貫
」
と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
校
長
先
生
の
激
励
の
言

葉
に
、
生
徒
・
職
員
一
同
、
更
な
る
努
力
を
決

意
し
、
来
年
の
受
験
に
向
け
て
必
勝
を
誓
い
合

っ
た
。
最
後
は
団
長
神
野
宏
大
君
を
中
心
と
し

た
応
援
団
員
に
よ
る
エ
ー
ル
に
よ
っ
て
皆
で
心
を

一
つ
に
し
た
。
全
員
で
行
っ
た
勝
ち
鬨
は
、
南
薩

の
青
空
を
震
撼
さ
せ
る
程
で
あ
っ
た
。
全
体
を

通
し
て
事
故
も
な
く
、
所
期
の
目
的
を
達
し
得

た
充
実
の
１
日
で
あ
っ
た
。

～
東
京
へ
２
泊
３
日
の
旅
～

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

今
年
は
８
つ
の
部
が
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

し
た
。
野
球
部
も
準
々
決

勝
ま
で
駒
を
進
め
、
学
校

全
体
が
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。
日
頃
、
切
磋
琢
磨
し
あ

っ
て
い
る
青
春
の
熱
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
今
花
開
い
て

い
る
。

1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火 　

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

　　秋季休業日

　　秋季休業日

夏季悠学講座１･２年終了

定期演奏会

夏季悠学講座終了

前期終業式 大掃除

　　秋季休業日

　　秋季休業日

秋分の日 土曜悠学講座

３年校内模試(２日目)
土曜悠学講座(1・2年)

敬老の日

３年校内模試(１日目)

体育祭予行予備日
学校安全の日・中掃除

体育祭

体育祭代休日

全校朝会
１年マスゲーム（５・６限）
１年マスゲーム（５・６限）
全体練習（７限）

体育祭各係会
体育祭準備・予行
　　3年1限授業

9　　月
前期末考査（４日目）
ＰＴＡ研修旅行

土曜悠学講座

夏季休業開け授業開始
学年別集会,中掃除

前期末考査（１日目）

前期末考査（２日目）

前期末考査（３日目）

　

夏

季

悠

学

講

座

'

学研ﾊｲﾚﾍﾞﾙ模試(2年)
全統マーク模試(3年)

全統マーク模試(3年)

　

代々木九大模試(3年)
駿台東大京大模試(3年)

駿台東大京大模試(3年)

　

8　　月
　
夏
季
悠
学
講
座
'

夏季悠学講座３年終了

同窓会総会○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

二
年
生
修
学
旅
行


